
セラミックスマイクロコイル/マイクロチューブの開発

カーボンマイクロコイル（ＣＭＣ）をテンプレート（鋳型）として、気相拡散法により合成

１〉1989年、世界で初めて３Ｄ－ヘリカル/らせん構

造の窒化ケイ素マイクロコイルを発見

2）1990年、世界で初めて３Ｄ－ヘリカル/らせん構

造のカーボンマイクロコイル（ＣＭＣ）の合成

に成功

3) ＣＭＣをテンプレート（鋳型）として、種々のセラ

ミックスマイクロコイル・/マイクロチューブの合

成に成功
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ＣＭＣとは： ３Ｄ-ヘリカル/らせん
状炭素繊維

製造法：アセチレンの触媒活性化
熱分解法

形 態：ＤＮＡと同様の二重らせん
構造

コイル径：

 

数μｍ～数百nm
コイル長さ： 数百μm～数ｍｍ
結晶構造： 非晶質
比表面積： 約100ｍ２/ｇ

CMCの基本特性

粉末TiO2
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光触媒効果（メチルオレンジ、365nm, 4 W）

TaC/CMC マイクロチューブ
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マイクロコイル, Nature，339(1989)179
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TiCコイルの比表面積 ＴｉＣコイルのバルク
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